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母親に比べて非受容的な情動得点が有意に高かった
(p<0.05~0.0001)。
また，子育てに関する相談者の有無では，１年時に
おいて相談者が誰もいない母親は，いる母親に比べて，
有意に非受容的情動得点が高く，反対に受容的`盾動得
点は有意に低かった(p<0.05)。
児の性別や栄養方法による母親の情動反応に差はみ
られなかった。
以上から，母親の情動反応，とくに非受容的な情動
においては，１ケ月時では家族形態と就業状態が，１年
時で家族形態，住居，就業状態等に有意な差がみられ
た。また，１年を通したいずれの時期においても母親
の健康状態が情動反応に影響していることが示唆され
た。
しいと知覚するとした茅島ら（1988)の報告と一致す
る。しかしながら，１ケ月時より，４～５ケ月，さらに
1年時と時間が経過していくにつれ，受容的な'清動得
点は有意に低下していた。一方，非受容的な情動は，
1年を通して低い傾向にあるものの，生後１ケ月，４～
5ヶ月に比べて１年時の方が，有意に高くなっていた。
また，非受容的な1清動の中では，“不安になる，，，“あせ
る，'，“どうしていいかわからなくなる，，という児の泣
き声に対して困惑している反応が，１ヶ月時で他の非
受容的情動よりも高い傾向を示していたが，１年時に
は有意に低くなっていた。さらに，出産経験による違
いはあるとしても，生後１ケ月で初産婦の方が経産婦
より，児の泣きに対し，非受容的な情動傾向にあるこ
とが示唆された。これは，初産婦は経産婦より泣き声
を高い，うるさい，刺激的と知覚する傾向があるとし
た茅島ら（1988)の報告とも一致する。また，筆者ら
の研究(田淵他,1999)でも，出生直後はいつも同じよ
うに児の泣き声が聞こえる，１ヶ月時点でも児の要求
の区別がつかず，いろいろやってみないとわからない
とする母親がとくに初産婦にみられたことから，出生
後間もない頃の，特に初産婦においては，児との生活
に'慣れず，児の泣きに対する世話に苦慮することが多
い現実を反映しているものと思われた。このような出
産経験による'盾動反応の違いはその後の経過において
はみられておらず，出生後からの時間が経過し，泣き
に対して順応し，その対応に慣れてくることや，対処
Ⅳ、考察
本研究は同一対象を生後１ケ月から１年時まで縦断
的に調査したものであり，それぞれの時期における母
親の情動の特徴や推移から援助の方向性について検討
する。
１．１ヶ月時から１年時の児の泣きに対する母親の情
動の特徴
児の泣き声を聞いた時の母親の情動は，１年を通し
て受容的な情動傾向を示していた。これは，児の泣き
声に対し，褥婦は全体的に健康的，強い，良い,L嬉
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を通して経験的学習が蓄積され，不安やあせり，どう
したらいいかわからないという情動反応が緩和されて
いることが予想された。しかし，イライラ感やわずら
わしさ，憎たらしいというような情動は，１年時で有
意に高くなっており，時間の経過とともに，児への対
応には慣れてくるものの，育児をしている母親にとっ
て，児が泣くという曰常的で慢性的な刺激は，ストレ
スフルな情動を引き起こし，全体として１年時の非受
容的な情動を高めていることが推察された。このよう
な，受容的情動と非受容的情動の推移を，Lazarus＆
Folkman(1984/1991)のストレス認知理論から考察す
る。児が泣くという刺激は，母親にとって出生後間も
ない頃には，出生したことの喜びや児の元気さを象徴
し，受容的に感じる(－次評価）とともに，その刺激
に対してなぜ泣くのか，どうすればよいかと模索しな
がら，いろいろな対応を試みることで，児が泣きやめ
ばこの対応でよかったのだ，あるいは泣き止まなけれ
ばさらに次の手立てを考えるといった評価をしていく
ことになる(二次評価)。時間が経過し，学習経験を
積み重ねることで，児が泣くことの不安やどうしてい
いかわからないといった困難感は減少していくが，出
生後間もない頃に感じていた誕生の喜びは次第に薄れ
ていく。そして，これまでの学習経験では対応しきれ
ない事態，すなわち，児がさらに泣き続けるような事
態が生じたときに，母親の対応を超えてしまい，児の
泣きは単なる刺激からストレスフルなものとして母親
に認知され(再評価)，非受容的なJ盾動傾向に逆転し
ていくのではないかと考えられる。
以上より，出生後早期における初産婦への支援は言
うまでもないが，今回明らかになった母親の'清動傾向
の推移を，母親自身が予期的に知識として持つことが
できるような支援が必要と考えた。そうすることで，
児が泣いた時に抱く情動が特別なものではなく，誰に
でも見られる一般的な傾向として認知されることで，
児の泣きに伴う情動認知によるストレスの回避に貢献
できるのではないかと考えられる。
た。複合家族であれば，人的サポートが得られやすい
環境であるが，曰中は母と子どもだけという核家族に
おいてはサポートが得られにくく，児が泣いた時の対
応は母親一人にゆだねられていることが多いと推察さ
れる。さらに，子育てに関する相談相手が誰もいない
母親は，いる母親よりも受容的'肩動が1年時において
有意に低く，非受容的情動が有意に高い傾向を示して
いた。これらは，核家族であることや育児相談者がい
ないという，すなわち母児二人だけの環境下での，児
が泣いた時の対応が母親一人に課せられたことによる
母親のストレスの高さを反映していると推察されろ。
平成16年国民生活基礎調査によると，核家族世帯は，
60.6％であり，増加傾向にある。一方，三世代世帯は
9.7％と，減少傾向にあることから，今後も核家族化
傾向は続くことが予想される。育児の密室化を防ぎ，
育児相談窓口の情報提供やピアグループの紹介など，
一人で'悩まず，気軽に相談できる場の提供とあらゆる
広報活動を通じて広めていく，３ヶ月健診時において
児の泣きに対する予期的指導を行なうなど，母児二人
だけの空間から解放される手だてを講じていく必要が
あると考える。
住居では，アパート住まいの母親の方が，一戸建て
住まいの母親より１年時の非受容的情動得点が有意に
高く，ストレスが多いことが示唆された。児の泣き声
が周りに及ぼす影響が多いアパートの環境は，一戸建
ての住まいで児が泣いても周りを気遣う必要の少ない
環境に比べて，母親の心理的負担度が大きくなること
が予想される。これらの結果は，川井他(1994)の報
告と同様であった。
就業の状況においては，妊娠を機会に仕事を辞めた
母親は仕事をしている母親や育児休職中の母親より，
1ヶ月，１年時の非受容的情動得点が有意に高く，スト
レス状況にあることが示唆された。妊娠を機会にこれ
まで就業していた仕事を辞めるということは，これか
らしばらくあるいは長期間，専業主婦として育児に専
念することである。社会的役割を担っていた時に比べ
て，職業の中断という喪失感と，終曰，児と生活を共
にし，泣きに日夜対応することのストレスが１ケ月，１
年時の非受容的情動を反映している可能性も考えられ
る。１年時においては，もともと仕事をしていない母
親の非受容的情動得点は，妊娠を機会に仕事を辞めた
母親と同様に高く，仕事をしている母親や育児休職中
の母親より有意に高かった。これらのことから，仕事
をしながら子育てするということは，育児に専念して
２．情動反応に影響していた属性
本研究において情動得点に有意差がみられた対象の
属性は，家族形態，住居，就業状態，母親の健康状態
および子育て相談者の存在等であった。
家族形態では，核家族の母親の方が，複合家族の母
親より，１ヶ月時，１年時において非受容的情動得点が
有意に高く，よりストレス状態にあることが推察され
３４日本助産学会誌２０巻１号(2006）
生後1ヶ月から1年までの乳児の泣きに対する母親の情動反応に関する縦断的研究
いる母親より心理面で余裕が持てるのかもしれない。
つまり，育児以外の仕事に目を向けられる時間がある
ことで，忙しい曰々の中にも育児に集中できたり，反
対に育児から息を抜ける時間が確保できているのかも
しれない。一方，育児に専念している母親の場合，１
曰24時間,子どもと向き合う生活を強いられることで，
ストレスが溜まっていることが推察される。このこと
は，妊娠を機会に仕事を辞めた母親の１ヶ月時の非受
容得点より，１年時の非受容得点が高くなっているこ
とからも裏づけられる。
また，１年を通し，母親の健康状態の良し悪しが，
情動と深く関係していることが示唆された。母親の
健康状態がすぐれない時は，児の泣き声はよりストレ
スフルに聞こえ，非受容的な情動を引き起こしている
ものと推察できる。母親の健康状態に気を配り，睡眠
状態や疲労状態を把握するとともに，抑うつ的な気分
を早期に発見し，健康状態が保たれるように具体策を
探っていく必要がある。
以上より，我々助産師は，出産後間もない時期をは
じめとし，児の泣きに対する非受容的'清動反応が高い
傾向を示した母親の属性をふまえて，母親の気持ちに
寄り添いながら，１年後を見据えた継続した母子への
支援に努めていく必要があると考えられた。
今回，対象としたのは，北陸地方の正常出産が大半
を占める施設において出産された母親であったが，北
陸という限定された地域であることと，低出生体重児
や疾患を合併しているようなハイリスクな新生児の母
親の場合は，児への成長・発達に関する不安や心配な
どが大きく，今回の結果をすべての母子に一般化する
ことには限界がある。全国的な調査および，より支援
の必要性の高い周産期ハイリスク母子のケースでも同
様の調査が必要と考える。
また，今回の調査では，子どもの特性として，児の
性別や栄養方法による情動反応に差はみられなかった
が，児個々の特性等についての分析がなされておらず，
児の特徴もふまえた分析を今後の課題としていきたい。
ともに低くなっていた。
3．非受容的な情動は，１年時が他の時期と比べて高
かった。
４．１ヶ月時において，初産婦は経産婦より，受容的
情動が低く，非受容的情動が高かった。
5．非受容的情動傾向が示された母親の属性は，核家
族，アパート住まい，仕事についていない母親，健
康状態がすぐれないと感じている母親，子育て相談
者のいない母親等であった。
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